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事務局　市原商工会議所内　市原市五井中央西 1-22-25　　例会場　ニュー南総ゴルフクラブ

第 2509 回例会　２０15年 7月29日（水）SAA（司会）／山本会員　会報担当／伊藤会員

●点　鐘　市原 RC 会長　万崎英正　
●お客様　ございませんでした
●会長挨拶　市原 RC 会長　万崎英正
　 

こんにちは、今日で 5 回目の例会です。今月は各クラブへの挨拶回り
で、1ヶ月間毎日RCをやっているような忙しさでした。
　ここにきてやっと落ち着いて、自クラブの例会に出席しているとうい感
じです。昨日も千葉緑 RC に行って来ました。メイキャップに来ていた
千葉北 RC のベテランロータリアン（北の将軍様）の異名をとる方の
挨拶の中で、以前卓話を頼まれた時の事を面白おかしく話していまし
た。あまりにも接待の悪さに憤慨しての 1 言だったと思います。「もう既
にこのクラブは死んでいる」会場の皆さんは爆笑でした。そう言われ
無いようにお客様に対してはしっかりおもてなしをして、しっかり対応し
ていきましょう。
　今日は RI 会長 K.R.ラビンドラン氏からメッセージがあります。
ロータリー会員の皆さま
本日は、ポリオ撲滅活動における快挙を皆様にお伝えしたいと思いま
す。この度、ナイジュリアで野生型ポリオウィルスによる発症が
ないまま丸 1 年が経過致しました。　ナイジュリアではこれほど長く無
発生期間が続いたことはなく、今回の達成は「ポリオのないアフリカ」
の実現に向けた大きな 1 歩です。ウィルスが猛威をふるっていた頃
から実に大きな前進が遂げられました。世界全体の発症件数の 3/4
に当たる12,631 件がアフリカで起きていたのは本の 10 年前のことで
す。・・・　「しかし、私たちの仕事はまだ終わっていません」　以前ロー
タリーの友 5 月号の P7 〜 11 ページに渡り、我クラブの白鳥会員の「ポ
リオ　撲滅の最新事情」という内容が掲載されていました。まだお手
元にある方、しまってある方は今 1 度ご覧になってください。我々が日々

行っていることがこうして形になってアフリカの子供達の命を救っている
と思うと嬉しく思います。
「しかし、私たちの仕事はまだ終わってはいません」

8 月4日　IM 宜しくお願い致します。
市原中央ロータリークラブより8 月20日ロータリーデイとしてデイズニー
シーで夜例会を実施します。
ロータリアンと家族以外にロータアクトまたは友人まで含め「ロータリー
の楽しさと理解を深める」ことが目的です。市原ロータリークラブの皆
様もいかがですかとお誘いがあります。希望される方は幹事までご連
絡下さい。
委員会報告
①福原米山記念奨学会小委員長：寄附の御案内をさせていただきま
したが、早速、白鳥、始関、上野会員より寄付をしていただきました。
今後もよろしくお願いします。

本日のメインプログラム

クラブ協議会（２）

プログラム小委員会　委員長　箕輪　貴之
〈活動方針〉
会長・幹事の方針に基づき、会員に対し「魅力ある例会」を企画し、
実りある時間を作ることに努力します。
　また、各委員会・会員と連携を取り、委員会の活動が広くクラブ内
で伝達されるように配慮したプログラム作りを実施します。

《活動計画》
1.会員卓話の機会を増やし相互理解をより深くできるようにしていきます。

（3 分間スピーチ・結婚誕生秘話等）
2.RI の年間スケジュールに合わせ、該当委員会による内部・外部卓
話を企画していきます。
3. 例会プログラムについてのアンケートを実施し、会員の意見を反映し
た例会にしていきます。

親睦小委員会　委員長　篠田　美幸
〈活動方針〉
　親睦を通じて「楽しいクラブ作り」を目指して、例会や委員会活動
を活発にし、会員相互並びに会員家族との交流を深め、理解や友情

●幹事報告



を図れるように親睦移動例会や家族同伴例会を企画します。「楽しい
クラブ作り」により、会員の脱会防止と新入会員の入会につながる様
にすると共に、会員皆様には諸行事への参加を奨励していきます。

《活動計画》
・毎月第一例会において誕生日並びに結婚記念日を披露し祝い、プレ
ゼントを贈呈する。
・ゲスト、メイキャップ等お客様には特に気を配りまごころ接客に努める。
・ニコニコ情報の報告及びニコニコBOX への協力のお願いと管理を
する。

クラブ広報委員会　委員長　伊藤英樹
〈活動方針〉
対内活動としては、雑誌および週報を会員に対し、速やかに発行し
情報の共有を図ります。対外活動として、ホームページ等を活用し、
市民に分かりやすいロータリー活動の広報をしてまいります。

《活動計画》
1.クラブ週報をホームページにて広報いたします。
2.ロータリーの活動を対外的に広報します。

奉仕プロジェクト委員会　委員長　山本順也
〈活動方針〉
私たちロータリアンには、地元の地域や世界中の地域社会において、
奉仕を通じて人々の生活の質を向上させるよう努める責務があります。
奉仕プロジェクト委員会の役割は、クラブの奉仕活動を主導し、地元
や海外の人 を々援助する、教育的、人道的、職業的プロジェクトの
計画と実施を支援することです。
当クラブの奉仕プロジェクト委員会は 4 つの小委員会で構成されます
が、奉仕の対象となる相手や内容により、職業奉仕小委員会、社会
奉仕小委員会、国際奉仕小委員会、青少年奉仕小委員会に分か
れます。今年度はＣＬＰ導入 1 年目、クラブ会員の全員が参加意識を
持てるような奉仕プロジェクトの企画立案をしていけるよう努めて参りま
す。
他団体とも協力し、地元社会での市原ロータリークラブの認知度向上
につながり、かつクラブ活性化につながるようなプロジェクトを実施でき
るよう、まずはニーズ調査に力を入れていきます。
《活動計画》
1. 奉仕プロジェクトのニーズ調査の為、会員の皆様に奉仕プロジェクト
アンケートを実施し、集計する。
2.プロジェクトが実施可能かどうか各小委員会にて検討を行う。
3. 財源については、「地域社会貢献基金」、「ロータリー財団の補助
金」の活用を検討する。
4. 補助金申請の場合は、ロータリー財団委員会と連携して行う。また、
実施が複数年度にわたる場合は、長期計画研究会とも相談の上取り
組んでいく。
5. 単年度の奉仕プロジェクトや毎年の継続事業など全ての活動におい
て、各小委員会のメンバーが連携、協力しながら取り組んでいく。

職業奉仕小委員会　委員長　上條　優雄
市原ＲＣは昨年度末にクラブ細則を大幅に改正し、ＣＬＰ型組織へ変
更しました。従来の職業奉仕委員会は、奉仕プロジェクト委員会の一

員として、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕と共に職業奉仕小委
員会として存在することになります。
また、2790 地区に於いても、昨年度からＤＬＰ型組織に変更され、今
年度の地区職業奉仕委員会は奉仕プロジェクト委員会の中で活動す
ることに改正されました。
また、地区では特別強化月間を全面的に組替えて、職業奉仕月間は
従来の 10 月から1 月へと変更されています。

〈活動方針〉
ロータリークラブの奉仕活動理念となっている決議 23-34 に明記され
た「超我の奉仕」（Srvice above self）を会員が実践していくため
に、当委員会は奉仕プロジェクト委員会の他の小委員会との連携プ
レーで、奉仕活動を実施して参ります。幸いにも当クラブでは多くの
奉仕活動を実践しています。その奉仕活動に積極的に参画し、奉仕
することの喜びや、他人から感謝される満足感を得るとき、奉仕するこ
との無限の価値を感じ取ります。それを会員各位の職場に活用すると
きに、「最も良く奉仕する者、最も多く報いられる」（He profits most 
who service best）を知ることになります。

《活動計画》
1.1 月の職業奉仕強化月間には職業奉仕に関する会員宅話を実施し
ます。
2. 社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕等の奉仕プロジェクト委員会小
委員会と連携して、具体的奉仕活動の実施に努めます。
3. 年 4 回の職業奉仕小委員会を開催し、委員間の連携を高めると同
時に、同委員会がその時点で何をすべきかを語り合い、最適な奉仕
活動を選択して専念して参ります。
4. 社会から良い評価を得ている職場を移動例会として訪問。その管
理者の宅話を聴く。

社会奉仕小委員会　委員長　三宅　豊
〈活動方針〉
社会奉仕は、クラブの所在地域または行政区域内に居住する人々の
生活の質を高めるために、時には他と協力しながら、会員が行うさま
ざまな取り組みから成るものであり、ロータリアンひとりひとりの個人生活、
事業生活、社会生活に奉仕の理想を適用することを奨励、育成する
ことです。
「地域社会貢献基金」の活用を中心とした活動により、地元市原の
地域社会に貢献し、他団体とのコミュニケーションを図っていきます。
それにより、市原ロータリークラブの知名度向上、クラブの活性化につ
なげていきたいと思います。

《活動計画》
1. 会員アンケートをもとに、奉仕活動を行う個人及び団体等と連携し

「地域社会貢献基金」による支援を行う
2. 更級旗全国中学生選抜剣道大会への協賛
3. 青葉台さわやかネット、市原市および市教育委員会が協働で行って
いる挨拶運動　　（ＪＲ3 駅、牛久駅）への参加呼びかけをする
4. 使い捨てコンタクトレンズの空ケース回収事業への協力
5.ロータリー希望の風奨学金への協力

国際奉仕小委員会　委員長 宮武　淳
〈活動方針〉
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　国際奉仕とは、他国の人 と々その文化、慣習、功績、願い、問
題に対する認識を培うことによって、国際理解、親善、平和を推進す
るために会員が行なう活動です。
具体的には、書物などを読むことや通信を通じて、さらには、他国の人々
を助けることを目的としたクラブのあらゆる活動やプロジェクトに協力す
ることによって実現されます。
　今年度は、姉妹クラブのペタリングジャヤＲＣの５５周年記念事業が
行なわれます。
また、国際大会も隣国の韓国ソウルで開催される予定です。
そこで、多くの会員が、これらの機会を利用して、他国の人 と々その
文化、慣習、問題当を認識して国際理解、親善、平和の推進活動
に参加してもらえるように活動していきます。
さらに、第２７９０地区の国際奉仕委員会にも協力してもらい、当クラ
ブ独自の国際奉仕活動について検討していきたいと考えています。

《活動計画》
1. 姉妹クラブ、ペタリングジャヤＲＣとの交流
　・本年度はインターアクト交流事業の生徒受入れの年、青少年奉
仕小委員会との連携
　・ペタリングジャヤＲＣの５５周年記念例会への参加案内
2. 国際大会の参加案内（２０１６年５月２８日～６月１日：韓国ソウル）
3. 市原市国際交流協会への協力

青少年奉仕小委員会　委員長　今井　賢
〈活動方針〉
　当委員会は、市原中央高校インターアクトクラブをサポートすることを
中心に活動していく方針です。

《活動計画》
1. 市原中央高校 IAC の活動が、市原 RC 会員に分かる様に活動
報告の機会を設定する。
2. 市原中央高校 IAC 会員と市原 RC 会員とが交流できるような、親
睦会などを計画する。
3. 市原中央高校 IAC の企画する奉仕活動に対する協力
　①ペットボトル・エコキャップ回収事業
　②上総山田駅周辺の清掃活動等
4. 地区青少年奉仕委員会のプログラムに市原中央高校 IAC 会員と
伴に参加する。
　①インターアクト指導者講習会（5 月13日実施済）
　②インターアクト年次大会
　③国外研修、地区大会等
5.RYLA 参加者を選抜し、派遣する。
6. マレーシアＰＪＲＣとのインターアクト交流事業について、国際奉仕小
委員会に協力する。

ロータリー財団小委員会　委員長　本郷　雅嗣　
〈活動方針〉
ロータリー財団とは、寄付金を受領し、これを各ロータリークラブ及び
各地区が実行する人道的・
教育的活動のため配分する非営利法人である。
ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、人々の健康状態を改善し、
教育の支援を高め、貧困を

救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにす
る事である。
ロータリー財団委員会には、各種寄付とプログラムへの参加をつうじて、
ロータリー財団の活動に
寄与する事が求められている。この活動に対する理解を深めその活
動に貢献出来るよう努めていきます。

《活動計画》
1. 年次寄付は会員一人当たり１３０＄を目標とする。
2. 使途指定寄付ポリオ・プラスへの支援。
3. 恒久基金への寄付。
4. ポールハリスフェロー、マルチプルポールハリスフェローへの推奨。
5. ベネファクターになって頂く方を募る。

米山記念奨学会小委員会 委員長　福原　義一
〈活動方針〉
公益財団法人ロータリー米記念奨学会（以下、米山奨学会）は、
日本のロータリーが協同で運営する奨学財団です。米山奨学会では、
日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し、支援する国際奨学事
業を行っています。
将来、日本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、ロー
タリー運動の良き理解者となる人材を育成することです。これは、ロー
タリーの目指す《平和と国際理解の推進》そのものです。

（ロータリー米山記念奨学会史より）
《活動計画》
1. 会員の負担の少ない少額寄付（特別寄付）を会員に奨励する。
　年間 1 万円、2 万円、からでも募集します。（3 万円準米山功労者）
　普通寄付は従来通り前期・後期合わせて一人 4,000 円実施（クラ
ブ会計より支出）
　目標額 720,000 円（一人 16,000×45 人）
2. 米山記念奨学事業の理解を深めてもらうため、地区委員または米
山奨学生を例会に招き実情を聞く。
　＊（奨学生には交通費として 5,000 円地区委員からは食事代を取
らないこと）

前々回確定　68.42％　本日出席 26 名
欠席　15 名　本日出席率　65.85％

●点　鐘　市原 RC 会長　万崎英正

●出席報告


